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はじめに

　東京都写真美術館は、「交流を広げ、つながりを強める美術館」を平成21年度運

営目標として事業の企画・運営に取り組み、42万人を超える多くのみなさまにご

来館いただきました。

　展覧会事業では、楽しみ、学び、体験し、つながりを深めていくことを目指し、

当館コレクションを活用したシリーズ展、調査・研究に基づいた多彩な企画展、当

館新重点収集作家の個展や新進作家の作品展、国内外の幅広いネットワークを活か

した国際展など、関係団体、企業、出品作家の方々などの協力のもとに23の展覧

会を開催いたしました。展覧会では、作品に親しみ美術館に魅力を感じていただけ

るよう、出品作家や当館学芸員によるギャラリートーク、対談等の充実を図るとと

もに、図書室司書による関係資料紹介などを積極的に進めました。２回目を迎えた

「恵比寿映像祭」では、国内・海外との広いつながりと交流による多彩なプログラ

ムを実施したほか、当館所在地「恵比寿」の商業地域としての特性を活かした館外

展示やイベントの実施など、地域と連携した新たな企画を行うことができました。

　さらに映画館を持つ美術館として、「アート＆ヒューマン」をテーマに、15件以

上の映画作品を上映し、幅広い方々にご観賞いただきました。

　教育普及事業では、ボランティアのみなさまのご協力のもと、学校と連携した多

様なスクールプログラムや、初心者から上級者まで、写真美術館ならではの多彩な

ワークショップを開催し、写真・映像を通した豊かな体験学習の場を提供してきま

した。さらに昨年度に引き続き、国際的な視野に立った写真・映像のプロを目指す

方々を対象としたワークショップを開催し、専門的な人材育成と支援に向けた取り

組みにも力を入れました。

　また美術館の基盤となる作品収集におきましては、東京都をはじめ当館維持会員

である支援企業・団体、作家のみなさまの多大なご尽力・ご支援により、厳選した

質の高い作品、歴史的にも貴重な作品649点を新たにコレクションに加えることが

できました。

　これらのコレクションはもとより、内外の優れた作品をより身近なものとしてさ

らに多くのみなさまにご覧いただき、喜ばれ親しまれる美術館となるよう今後も一

層の努力を積み重ねてまいります。

　本書がみなさまにとって当館を知るための参考になれば幸いです。

東京都写真美術館
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平成15年度
東京都写真美術館の基本的性格

　東京都写真美術館は、我が国初の写真の総合的専門美術館です。中心となる「写真美術館」に、映像分野全般について、文化と技術
の両面から総合的にとらえ体験できる「映像工夫館」＊を付設した、多くの都民にとって親しみやすく、また多様な関心に応えることが
可能な新しい文化施設です。そしてこの美術館は、次のような基本的性格を持っています。

　a　写真の総合的専門美術館として、収集、展示、保存、修復、調査、研究、普及などを含めた総合的な活動を行います。

　b　写真表現の可能性に挑戦する創造的精神を支援し、将来性のある作家を発掘し、新しい創造活動の展開の場とします。

　c　	写真芸術・文化を普及するために、人々が気軽にすぐれた写真作品を鑑賞し、学ぶとともに、美術館の諸機能を積極的に享受で
きるような、開かれた施設とします。

　d　写真に関するあらゆる情報を集約するとともに写真を含む映像全般に関する調査・研究を行う施設とします。

　e　日本における写真文化のセンター的役割を果たすとともに、国際的な交流の拠点となることを目指します。

　f　	ワークショップなど参加型機能をもつとともに、人々の創作活動をサポートする施設として、国内外の写真作家や人々が広く交
流しうる場を備えた施設とします。

　g　	歴史的な映像文化に関する展示と最先端の映像表現を体験的に享受できる「映像工夫館」を併設し、映像メディアの発達の歴史
を学ぶとともに多様な表現の可能性を探ります。

（平成3年8月東京都策定「東京都写真美術館基本計画」より）

＊なお「映像工夫館」では現在「地下1階展示室」として「映像展」をはじめ各種展覧会を開催している。




